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㈳
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
年
次
表

彰
式
が
11
月
22
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ（
東
京
都
）で
行
わ
れ
、
南
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
交
通
街
頭
指
導

や
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
、
村
青
少
年
育
成

推
進
会
議
の
さ
わ
や
か
声
か
け
運
動
へ

の
参
加
協
力
な
ど
、
各
種
機
関
と
連
携

し
児
童
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
、

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
を
行
う
な
ど
、

優
秀
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
群
馬
県
社
会
教
育
研
究

大
会
が
11
月
16
日
、
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
村
社
会
教
育
委
員
の

星
野
み
つ
さ
ん（
中
野
下
）が
群
馬
県
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
は
平
成
14
年
４
月
に
村
社

会
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
現

在
に
至
る
ま
で
の
10
年
間
、
地
域
に
お

け
る
社
会
教
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
教
育
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
か
ら
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

第
48
回
群
馬
県
優
良
青
年
農
業
者

表
彰
式
が
11
月
21
日
、
県
庁
正
庁
の

間
で
行
わ
れ
、後
藤
宏
明
さ
ん（
滝
寺
）

が
優
良
青
年
農
業
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

群
馬
県
と
上
毛
新
聞
社
主
催
に
よ

る
こ
の
表
彰
は
、
農
業
の
発
展
と
後

継
者
育
成
を
促
す
た
め
、
先
進
的
な

取
り
組
み
と
経
営
改
善
、
地
域
の
農

業
振
興
お
よ
び
食
の
安
全
や
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
に
お
い
て

成
果
を
あ
げ
て
い
る
若
い
農
業
者
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

平
成
24
年
度
群
馬
県
農
業
経
営
士
・

青
年
農
業
士
等
認
定
書
交
付
式
が
11
月

26
日
、
県
庁
正
庁
の
間
で
行
わ
れ
、
石

井
芳
人
さ
ん（
南
内
出
）、
桒
原
朋
将
さ

ん（
追
分
）、
鈴
木
繁
行
さ
ん（
赤
城
原
第

二
）、
髙
橋
宏
幸
さ
ん（
赤
城
原
第
二
）の

４
人
が
青
年
農
業
士
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
将
来
の
発
展
が
十
分
期
待

で
き
る
経
営
を
実
践
し
て
お
り
、
研
鑽

意
欲
が
旺
盛
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
積
極
的
な
青
年
農
業
者
を
青
年
農
業

士
に
認
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

県
青
年
農
業
士
に
４
人

県
優
良
青
年
農
業
者
に
後
藤
さ
ん

表彰状などの受賞者を紹介します表彰状などの受賞者を紹介します

青年農業士に認定された
左から髙橋さん、桒原さん、石井さん、鈴木さん

表彰状を手にする星野さん

表彰状を手にする後藤さん

表彰状を手にするＰＴＡ会長の萩原勝彦さん

星
野
み
つ
さ
ん

に
県
社
会
教
育
委
員
表
彰
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昭
和
中
学
校
で
は
11
月
12
日
か
ら
16
日
の
５
日
間
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
。
２
年
生
54
人
が
村
内
29
か
所
の
事

業
所
や
福
祉
施
設
な
ど
で
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

５
日
間
の
職
場
体
験
で
は
、
生

徒
が
選
ん
だ
農
業
や
製
造
業
、
福

祉
施
設
や
保
育
園
、
商
店
な
ど
村

内
29
か
所
で
仕
事
を
体
験
。

　

生
徒
た
ち
が
職
場
を
選
ん
だ
理

由
は
「
将
来
の
夢
」「
興
味
が
あ
っ

た
か
ら
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

　

職
場
体
験
の
感
想
を
聞
く
と

「
将
来
な
り
た
い
職
業
を
体
験
で

き
て
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

す
」
や
「
職
場
体
験
を
通
し
て
仕

事
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
」
な
ど
、
生
徒
た
ち
が
普

段
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
働
く
人

た
ち
と
の
交
流
を
と
お
し
て
仕
事

の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
は
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え

る
中
学
生
が
働
く
人
を
は
じ
め
地

域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

働
く
こ
と
の
意
義
や
喜
び
、
自
分

の
進
路
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

(株)サングレイス群馬農場(株)サングレイス群馬農場

第一保育園

グループホーム　美ら寿の家

コンニャク掘り取り作業

第二保育園

旬菜館 ＪＡ利根沼田営農経済総合センター

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
で
職
場
体
験

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
で
職
場
体
験
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森
下
川
額
古
墳
群
、
中
棚
遺
跡
、

糸
井
太
夫
遺
跡
な
ど
、
多
く
の
地

方
豪
族
の
営
み
の
歴
史
を
裏
付
け

る
昭
和
村
の
古
代
。近
世
に
な
る
と
、

利
根
沼
田
か
ら
前
橋
方
面
へ
向
か

う
重
要
な
街
道
が
は
し
り
、
森
下

に
は
旅
人
の
集
う
宿
が
開
か
れ
た
。

先
人
の
永
永
の
足
跡
は
、
歴
史
や

文
化
そ
し
て
伝
統
に
受
け
継
が
れ

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
石
仏
達
は
、
先
人
達
の
贈

り
物
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
・
民

俗
・
宗
教
・
郷
土
な
ど
の
綾
な
す

接
点
を
物
語
る
と
も
言
え
る
。
時

代
の
流
れ
、
世
俗
の
動
き
、
信
仰

の
拡
が
り
を
刻
像
や
造
立
者
、
講

者
名
な
ど
か
ら
読
む
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
石
仏
は
大
き
く
三

つ
の
種
類
に
分
類
出
来
る
。
仏
教

の
説
く
教
え
よ
り
生
ま
れ
た
仏

像
・
古
来
か
ら
日
本
に
伝
わ
る

神
・
中
国
の
道
教
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
民
間
信
仰
の
神
で
あ
る
。

永
井
地
区
は
沼
田
街
道
が
長
井

坂
城
跡
か
ら
下
る
一
角
に
あ
り
、

興
味
深
い
石
仏
や
石
塔
が
見
ら
れ

る
。
特
筆
し
た
い
の
は
円
乗
院
の

村
指
定
の
宝

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
で
、
信
州
高

遠
の
名
工
が
手
が
け
た
だ
け
有
り
、

重
厚
さ
の
中
に
美
し
い
彫
技
が
光

る
。
天
上
で
舞
う
飛
天
は
秀
逸
で

あ
る
。

珍
し
い
の
は
個
人
の
家
で
祀
る

淡
島
様
の
像
で
あ
る
。
聞
け
ば
何

代
か
前
の
人
が
、
伊
勢
参
り
か
な

に
か
の
時
勧
請
し
て
き
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
安
産
や
子
育
て
、
婦

人
病
な
ど
、
女
性
に
心
強
い
神
で
、

本
社
は
和
歌
山
県
の
加
太
に
祀
ら

れ
る
。

入
原
の
雲
昌
寺
の
近
く
に
ユ

ニ
ー
ク
な
像
容
の
庚
申
塔
が
佇
む
、

円乗院宝篋印塔に刻まれた「飛天」（永井）

第3回

中
央
に
青
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
ぞ
う

面
金
剛
像
、
右
に
猿
が

合
掌
し
て
立
ち
、
左
に
鶏
が
置
か

れ
る
、
頭
上
の
後
光
、
左
手
の
松

明
の
よ
う
な
持
ち
物
。
土
の
中
か

ら
生
ま
れ
出
た
よ
う
で
あ
る
。

森
下
の
大
森
神
社
、
本
殿
裏
、

多
く
の
石
宮
の
中
に
童
顔
で
ほ
の

ぼ
の
、
徳
利
と
盃
を
持
ち
、
注
ぎ

つ
つ
肩
を
く
む
道
祖
神
が
お
か
れ

る
、
昭
和
村
に
二
十
六
体
の
双
体

道
祖
神
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
代

表
的
の
一
つ
で
あ
る
。
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）造
立
、
二
四
八
年
歳

月
が
過
ぎ
た
。

橡
久
保
は
菩ぼ

提だ
い

坂さ
か

や
金こ
ん

比ぴ

羅ら

坂さ
か

な
ど
、
神
仏
に
因
む
地
名
が
あ
る

よ
う
に
興
味
深
い
石
仏
が
多
い
。

自
性
院
前
に
宝
篋
印
塔
の
庚
申
塔
、

二
鶏
二
猿
が
古
塔
を
飾
る
。
鈴
木

家
の
大
日
如
来
は
、
密
教
の
最
高

の
教
主
た
ら
ん
を
、
石
の
中
に
宿

す
丸
彫
り
の
一
基
で
智
拳
の
印
相

が
ま
ば
ゆ
い
。

三
ツ
谷
県
道
沿
い
に
特
異
な
書

体
の
名
号
の
塔
が
見
ら
れ
る
。
江

戸
の
中
期
に
諸
国
を
巡

じ
ゅ
ん

錫し
ゃ
く
、
各

地
に
念
仏
講
を
広
め
た
徳
本
の
書

体
を
刻
ん
だ
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
六
号
名
号
塔
で
あ
る
。
極
楽
浄

土
を
願
う
村
民
の
思
い
が
伝
わ
る
。

糸
井
小
高
神
社
に
も
面
白
い
信

仰
の
文
字
碑
が
建
っ
て
い
る
。
瑜ゆ

迦が

山さ
ん

稲
荷
で
失
せ
物
に
御
利
益
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
本
社
は
岡
山

県
に
あ
る
由
加
山
で
、
失
く
し
物

を
し
た
ら
お
詣
り
す
る
と
出
て
く

る
と
言
わ
れ
る
。
上
糸
井
の
長
慶

寺
の
板
碑
は
貴
重
な
石
造
物
で
、

正
応
二
年（
一
二
八
九
）鎌
倉
時
代

の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
長
者
が

母
の
墓
碑
と
し
て
建
て
た
と
言
う

が
、
こ
れ
だ
け
の
板
碑
は
利
根
沼

田
地
方
で
も
珍
し
い
。　

貝
野
瀬
の
川
龍
寺
参
道
の
庚
申

塔
は
荘
厳
で
、
坂
上
の
閻え

ん

魔ま

大
王

と
奪だ
つ

衣え

婆ば

の
重
量
感
は
冥
界
の
荘

厳
さ
を
示
し
て
い
る
。
怒
り
の
中

に
「
ほ
っ
と
」
し
た
温
か
さ
が
嬉

し
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
お
釈

迦
様
が
心
強
く
見
守
る
。
川
龍
寺

上
の
武
尊
神
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
顔

立
ち
の
異
な
る
道
祖
神
が
集
め
ら

れ
て
並
ぶ
、
延
享
、
明
和
、
宝
暦
、

文
化
、
一
七
〇
〇
年
代
後
半
の
作

で
あ
る
。

生
越
か
ら
清
水
へ
向
か
う
と
、

沼
田
横
堂
三
十
三
番
観
音
霊
場
、

松
尾
観
音
堂
が
あ
る
。
堂
内
に
は

木
像
の
千
手
観
音
が
安
置
さ
れ
る
。

参
道
に
は
当
地
方
特
有
の
二
重
の

隅す
み

飾か
ざ
り

突と
っ

起き

の
宝
篋
印
塔
、
馬
頭
観

音
や
如
意
輪
観
音
が
並
ぶ
。

こ
こ
昭
和
村
は
、
赤
城
山
の
北

西
面
に
扇
の
形
で
形
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
高
度
を
下
げ
る
と
、

ま
ほ
ろ
ば
に
多
く
の
人
々
の
熱
い

営
み
を
の
ぞ
く
こ
と
が
出
来
る
。

黙
し
て
語
ら
ぬ
石
仏
達
は
、
そ
ん

な
先
人
達
の
証
言
者
で
も
あ
る
。

　

昭
和
村
の
石
仏

大森神社の道祖神（森下）

小高神社の
瑜迦山稲荷（糸井）

川龍寺の庚申塔・閻魔王（貝野瀬）

大日如来（橡久保）

群
馬
石
仏
の
会

 

会　

長　

金
井　

竹
徳　

氏
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「
郷
土
の
偉
人

 

石
井
与
平
治
」

越
後
と
上
州
を
結
ぶ
清
水
越
え

新
道
の
開
削
計
画
を
奉
行
所
に
願

い
出
て
、
開
通
に
尽
力
し
た
石
井

与
平
治
は
、
寛
政
元
年（
一
七
八

九
）上
州
勢
多
郡
糸
井
村（
現
昭
和

村
）に
生
ま
れ
た
。
家
は
代
々
名

主
を
務
め
た
家
柄
で
、
大
き
な
農

家
だ
っ
た
。
農
業
の
か
た
わ
ら
、

読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
に
も
励

で
い
た
。天
保
四
年（
一
八
三
三
）、

利
根
地
方
は
夏
に
な
っ
て
も
寒
い

日
が
続
き
、
八
月
に
霜
が
降
り
、

米
も
実
ら
ず
、
畑
の
農
作
物
も
、

何
ひ
と
つ
満
足
に
収
穫
で
き
な
い

年
が
四
年
も
続
い
た
。
蓄
え
も
な

く
な
り
、
飢
え
死
に
す
る
人
が
沢

山
で
た
。
村
の
寄
り
合
い
で
も
こ

の
事
に
つ
い
て
協
議
す
る
が
、
名

案
が
出
な
い
。
天
保
八
年
気
候
も

落
ち
着
き
、飢き

饉き
ん

も
お
さ
ま
っ
た
。

用
事
で
沼
田
城
下
に
出
か
け
た
与

平
治
は
、
め
し
屋
で
、
江
戸
谷
中

の
米
商
人
、
大
川
領
平
と
知
り

合
っ
た
。
越
後
の
米
は
、
利
根
と

は
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
な
が
ら
、

近
い
道
が
な
い
た
め
に
、
必
要
な

時
に
安
い
米
が
買
え
な
い
。
二
人

は
名
案
は
な
い
か
考
え
た
。
領
平

が
言
う
に
は
、
上
州
利
根
川
と
越

後
信
濃
川
の
上
流
を
結
ぶ
道
を
つ

く
り
、
越
後
の
米
を
上
州
や
江
戸

へ
運
ぶ
、
こ
の
方
法
が
一
番
と
話

し
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
何
度
と

な
く
話
し
合
い
を
持
ち
こ
の
計
画

を
奉
行
所
に
願
い
出
た
。
こ
の
頃

越
後
の
米
は
、
船
で
下
関
を
経
由

し
、
江
戸
に
着
く
時
に
は
、
品
質

は
下
が
り
値
段
は
高
額
で
あ
っ
た
。

こ
の
解
決
案
が
三
国
街
道
よ
り
距

離
を
短
縮
で
き
る
清
水
越
え
だ
っ

た
。与

平
治
と
領
平
は
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）二
月
調
査
を
開
始
、

六
月
七
難
八
苦
の
調
査
を
続
け
、

弘
化
四
年
五
月
具
体
的
調
査
を
実

施
。
藤
原
・
粟
沢
・
綱
子
・
湯
桧

曽
村
は
柴
切
り
作
業
に
、
人
、
金

銭
の
援
助
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し

て
、
江
戸
で
も
名
高
い
領
平
の
名

前
で
、
再
三
道
中
奉
行
に
願
い
出

て
、
現
地
調
査
が
行
わ
れ
る
に

至
っ
た
が
、
幕
末
の
騒
乱
に
よ
り

計
画
は
進
ま
な
か
っ
た
。
江
戸
も

終
わ
り
に
近
い
慶
応
四
年（
一
八

六
八
）六
月
、
与
平
治
は
事
業
の

完
成
を
見
ず
し
て
七
十
九
歳
で
没

し
た
。
と
き
明
治
六
年（
一
八
七

三
）熊
谷
県
令（
知
事
）河
瀬
秀
治
、

清
水
越
え
新
道
開
削
を
始
め
、
同

七
年
十
月
幅
二
米
、
長
さ
約
三
〇

キ
ロ
の
山
岳
道
路
工
事
が
完
成
し

た
。
翌
年
、
県
令
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

は
、

沼
田
や
そ
の
周
辺
村
落
の
人
々
の

費
用
と
努
力
で
、
新
道
は
三
国
街

道
よ
り
約
十
八
キ
ロ
も
短
縮
さ
れ

た
。
こ
の
事
を
村
々
の
各
家
に
知

ら
せ
よ
と
、
戸
長（
村
長
）に
通
知

し
た
。
明
治
十
八
年
九
月
国
道
と

し
て
全
通
し
、
上
越
の
国
境
で
関

係
者
を
集
め
こ
れ
を
祝
っ
た
。
与

平
治
の
魂
は
、
こ
の
様
子
を
見
て

「
夢
と
努
力
が
叶
え
ら
れ
た
こ
と

を
」、
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
で

し
ょ
う
。

江
戸
時
代
後
期
の
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

俳
人
甫

天
喜
・
久
呂
保
山
人
・
久
呂
保
庵

と
号
し
た
。
本
名
は
金
井
勇
七
と

い
う
。
上
毛
久
呂
保
の
嶺
呂
橡
久

保（
現
昭
和
村
橡
久
保
北
部
）に
生

ま
れ
る
。
出
生
年
月
日
は
不
明
。

農
家
に
生
ま
れ
農
業
に
従
事
し
て

い
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
俳
諧（
現

在
の
俳
句
）に
対
す
る
思
い
が
強

く
、
俳は
い

諧か
い

の
道
を
選
択
す
る
。
文

献
か
ら
推
定
す
る
年
齢
は
惑
わ
ざ

る
歳
と
言
う
か
ら
、
四
十
前
後
と

推
察
し
て
い
る
。
甫
天
喜
は
田
畑

は
も
と
よ
り
家
屋
敷
全
て
を
処
分

し
、
全
財
産
を
風
呂
敷
ひ
と
つ
に

し
て
、
江
戸
に
旅
立
っ
た
。
身
を

寄
せ
た
所
は
江
戸
東
武（
現
在
の

浅
草
あ
た
り
）に
住
す
、
親
交
の

深
い
俳
人
柳
隣
國
甫
の
世
話
に
な

る
。
二
年
余
り
江
戸
に
あ
っ
て
俳

諧
の
基
礎
的
な
事
を
磨
き
直
し
、

当
時
の
江
戸
を
代
表
す
る
俳
諧
師

と
対
等
に
渡
り
合
い
、
自
信
を
深

め
、
全
国
行
脚
の
支
度
を
整
え
旅

立
っ
た
。
俳
諧
遊
歴
の
旅
は
、
陸み

ち

奥の
く

、
秋
田
、
磐い
わ

城き

、
松
島
、
北
信

越
、
名
古
屋
、
京
都
、
浪
花
、
山

陰
、
山
陽
、
四
国
、
筑つ
く

紫し

の
国
九

州
長
崎
、
鹿
児
島
ま
で
の
俳
諧
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
旅
が
、
何
年
何
月
か
ら
何
年
何

月
ま
で
行
わ
れ
た
か
の
記
録
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
何

年
か
け
た
旅
だ
っ
た
か
は
確
認
出

来
て
い
な
い
。

こ
の
旅
の
中
で
、
当
時
日
本
を

代
表
す
る
人
物
と
俳
諧
を
し
て
い

る
。寛
政
の
三
大
家
と
言
わ
れ
る

江
戸
の
鈴
木
道
彦
、名
古
屋
の
井

上
士
郎
、京
都
の
江
森
月
居
、江
戸

の
三
大
家
の
夏
目
成せ
い

美び

、天
保
の

三
大
家
成
田
蒼そ
う

虬き
ゅ
うで
あ
る
。他
に

も
安
芸
の
樗
ち
ょ
う

堂ど
う

な
ど
、甫
天
喜
の

俳
諧
の
力
量
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
も
の
か
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
甫
天
喜
の
存
在
を
証
明

す
る
書
物
と
し
て
、
神
奈
川
県
立

図
書
館
所
蔵
の
「
筆
跡
と
俳
書
」

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
著
書
と
し

て
「
は
つ
し
ぐ
れ
」
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）、「
絵
空
言
」
文
政
元

年（
一
八
一
八
）江
戸
の
書
店
か
ら

発
刊
さ
れ
た
。
甫
天
喜
は
文
政
六

年
五
月
十
九
日
江
戸
玉
川
で
没
し

た
。「
居
所
の
き
ま
り
も
な
し
に

夕
涼
」
の
辞
世
の
句
が
刻
ま
れ
た

墓
石
が
、
橡
久
保
北
金
井
一
家
の

墓
地
に
あ
る
。

「
俳
人　

甫ほ

天て

喜き

」

「
枯
菊
や
折
り
残
し
た
る
人
心
」

石井与平治の清水越え

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫

甫
天
喜
の
墓
石
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除雪道路 降
雪
降
雪
1010
㎝
を
目
安
に
除
雪
を
行
い
ま
す

㎝
を
目
安
に
除
雪
を
行
い
ま
す

　

今
年
も
雪
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
村
で
は
皆
さ
ん
が

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
除
雪
・
砂
撒
き
作
業
を
行
い

ま
す
。
春
が
訪
れ
る
ま
で
、
雪
道
で
の
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。

作
業
は
状
況
に
よ
り

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

作
業
は
、
通
勤
・
通
学
時
ま
で

に
は
終
了
さ
せ
る
予
定
で
す
が
、

降
雪
量
等
に
よ
っ
て
は
除
雪
の
時

間
が
遅
れ
た
り
、
１
車
線
の
み
の

除
雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
だ
け
で
な
く
、
除
雪
車
が
道

路
に
入
れ
ず
、
除
雪
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
路
上

駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

出
入
口
の
雪
は

個
人
で
片
付
け
て
く
だ
さ
い

　

除
雪
は
、
車
や
歩
行
者
が
安
全

に
道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

道
路
上
の
雪
を
両
側
に
寄
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
家
の
玄
関
前

や
車
庫
前
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

な
る
べ
く
早
く
道
路
の
除
雪
を

完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、除
雪
後
の
出
入
口
等
の
雪
は
、

各
家
庭
で
片
付
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
段
差
が
で
き
る
な
ど
危

険
で
す
の
で
、
雪
を
道
路
へ
出
す

の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

道
路
へ
張
り
出
し
て
い
る
樹
木

の
伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
降
雪
の
季
節
を
迎
え
、

樹
木
の
枝
が
民
地
か
ら
道
路
へ
張

り
出
し
た
り
、
倒
れ
た
り
し
て
、

通
行
の
障
害
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
が
原
因
で
、
歩
行
者
や
自

動
車
等
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
法
律
に
よ
り
樹
木
の
所
有

者
が
責
任
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

道
路
の
事
故
防
止
、
安
全
確
保

の
た
め
に
樹
木
の
所
有
者
等
の
皆

さ
ん
は
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 除雪作業は、図に示す道路のみ行います。
この他の道路は原則として除雪しません。
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お せ知 ら

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　住民基本台帳法第11条第３項及び第11条の２第12項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交

付に関する省令第３条の規定に基づき、公表します。

　平成23年11月1日～平成24年10月31日の住民基本台帳の閲覧は８件でした。内容については、下表のとおりです。

◎住民基本台帳法第11条第３項による閲覧（国又は地方公共団体の機関が請求したもの）
請求機関の名称 閲覧年月日 請求事由の概要 請求に係る住民の範囲

防衛省
平成24年
５月11日

｢自衛官等の募集に伴う広報」
平成６年４月２日から平成７年４月１日
までの間に生まれた男女85名

◎住民基本台帳法第11条の２第12項による閲覧（個人又は法人が申出をしたもの）
閲覧申出者 閲覧年月日 利用目的の概要 申出に係る住民の範囲

社会福祉法人
昭和村社会福祉協議会
（会長　野田　敏夫）

平成23年
12月5日

出産祝い金贈呈対象者名簿作成のため
平成22年12月1日から平成23年
11月30日の間に出生した者67名

昭和村ボランティア協議会
（会長　田村　廣子）

平成23年
12月22日

友愛訪問事業の作品贈呈対象者抽出のため
昭和６年４月２日から昭和７年４
月１日生まれ（80歳）の男女85名

㈱サーベイリサーチセンター
（代表取締役　藤澤　士朗）

平成24年
1月13日

「テレビ放送に関するアンケート」対象者抽
出のため（委託者：日本放送協会（ＮＨＫ））

大字川額、大字貝野瀬地区の16
歳以上の男女24名

㈱群馬中央総合研究所
（代表取締役　三谷　徹男）

平成24年
1月18日

「県民買い物行動等実態調査」対象者抽
出のため
（委託者；群馬県産業経済部商政課長）

大字川額、大字糸井、大字貝野
瀬地区の18歳以上の男女30名

一般社団法人　中央調査社
（会長　中田　正博）

平成24年
２月29日

「地域の絆と健康に関する調査」対象者
抽出のため
（委託者；国立大学法人信州大学  人文学部長）

大字川額、大字森下、大字糸井、大
字貝野瀬、大字赤城原地区の満40
歳以上79歳以下の男女60名

㈱サーベイリサーチセンター
（代表取締役　藤澤　士朗）

平成24年
３月23日

「平成23年度国民生活選好度調査」に係
る対象者抽出のため
（委託者；内閣府政策統括官）

大字糸井地区の満15歳以上80歳
未満の男女22名

㈱ＣＲＩ中央総研
（代表取締役　三谷徹男）

平成24年
６月18日

「群馬県文化振興指針策定アンケート調
査」に係る対象者抽出のため
（委託者；群馬県生活文化部文化振興課長）

大字生越地区の満18歳以上の男
女10名

　平成25年度通年入会児童（１か月概ね10日以上

の利用見込みの児童）の募集を行います。

　入会を希望される方は、入会申込書に必要事項を

記入のうえ各学童クラブにご提出ください。

※ 入会申込書・利用案内は各学童クラブにて配布し

ています。

■対象者　保護者が労働などにより、昼間家庭にい

ない小学校１～３年生に就学している児童。ただし、

発達状況および家庭環境等を考慮して、必要に応じ

て４年生以上の児童も利用できます。

※ 春休みや冬休み等一時的に利用する児童の募集は、

随時受け付けています。また、夏休み期間中に利

用される児童の募集は夏休み前に行います。

■受入期間　平成25年４月１日～平成26年３月31日
※新入生の児童も４月１日から利用できます。
■申込場所　入会を希望する学童クラブ
■受付時間　平日の午後１時30分～６時30分
■募集期限　平成25年１月18日（金）

※ 募集期間中は各学童クラブの見学が行えますの
で、お気軽にお立ち寄りください。

■問い合わせ
　東 学 童 ク ラ ブ ☎２２－７２６０
　南 学 童 ク ラ ブ ☎２４－６２５３
　大河原学童クラブ ☎２４－７７７８
　社会福祉協議会 ☎２０－１１２６

平成25年度昭和村学童クラブ通年入会のご案内
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11
月

委嘱状を受け取る岩﨑さん

キ
ヤ
ノ
ン
電
子（
株
）、
味
の

素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ（
株
）、
藤

森
工
業（
株
）、
佐
藤
運
送（
株
）

の
４
社
が
11
月
28
日
、
県
道
昭

和
イ
ン
タ
ー
線
沿
い
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
４
社
で
組
織
す

る
関
屋
工
業
団
地
連
絡
協
議
会

に
よ
り
「
村
に
貢
献
す
る
活
動

を
し
よ
う
」
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
。

こ
の
日
は
12
人
が
参
加
し
、

午
前
10
時
か
ら
１
時
間
半
に
わ

た
っ
て
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
沿
い

お
よ
そ
３
㎞
の
道
の
り
の
ご
み

拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

関
屋
工
業
団
地

 

４
社
が
清
掃
活
動清掃活動に汗を流す４社企業の皆さん

昭
和
中
生
が
議
会
を
体
験

中
学
生
議
会
が
11
月
13
日
、
村
役
場
議
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
実
際
に
議
会
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
学
生
に
地
方
自
治
の
仕
組
み
や

村
の
役
割
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
村
議

政策の提言をする生徒

村
ふ
る
さ
と
大
使
新
た
に
６
人

昭
和
村
の
魅
力
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
知
識

や
経
験
を
活
か
し
た
村
へ
の
提
言
を
行
う
「
昭

和
村
ふ
る
さ
と
大
使
」
の
委
嘱
状
交
付
式
が
11

月
11
日
、
昭
和
の
森
山
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
村
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
委
嘱

さ
れ
た
の
は
、
前
県
民
局
長
の
岩
﨑
正
始
さ
ん

（
前
橋
市
）な
ど
６
人
。

大
使
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
第
一
期
か
ら

委
嘱
を
受
け
活
動
さ
れ
て
い
る
宮
下
智
満
さ
ん

が
「
就
任
し
て
４
年
経
ち
、
大
使
を
通
し
て
人

と
の
繋
が
り
が
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
大
使
の

絆
を
深
め
、
村
の
発
展
に
少
し
で
も
手
助
け
が

で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
６
人
を
含
め
て
、

現
在
60
人
が
昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

壇上で堂々と質問代表のあいさつをする宮下さん

会
が
発
案
。

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
る
議
会
に
は
、
昭
和

中
学
校
の
３
年
生
71
人
が
参
加
。
３
組
に
分
か

れ
て
村
の
政
策
に
対
す
る
質
問
や
自
分
た
ち
で

考
え
た
政
策
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

村
内
の
観
光
・
運
動
施
設
の
活
性
化
や
少
子

高
齢
化
に
と
も
な
う
人
口
減
少
に
対
す
る
政
策

な
ど
、
村
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

代
表
者
が
村
執
行
部
に
質
問
。
ま
た
、「
あ
ぐ

り
ー
む
昭
和
で
村
の
特
産
品
を
使
っ
て
Ｂ
級
グ

ル
メ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
」
や
「
お
年
寄
り
と

子
ど
も
た
ち
が
交
流
出
来
る
機
会
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
」な
ど
政
策
の
提
言
も
行
い
ま
し
た
。
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村
内
各
小
中
学
校
・
保
育
園
で
は
10
月
下
旬

か
ら
11
月
に
か
け
て
、
火
災
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

暖
房
器
具
の
使
用
や
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
時
期
。
子
ど
も

り
の
湧
水
池
」
か
ら
水
を
会
場
に
運
び
ま
す
。

　

当
日
は
、
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
午
前

中
に
出い

入で

り
の
湧
水
池
を
塩
と
酒
で
清
め
た

後
、
お
み
こ
し
を
担
い
で
追
分
・
赤
谷
両
地
区

を
巡
り
、
祭
り
の
会
場
と
な
っ
た
追
分
住
民
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
道
の
り
お
よ
そ
10
㎞
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
３
時
か
ら
始
ま
っ
た
お
祭
り
で

は
、
新
し
く
な
っ
た
お
み
こ
し
の
お
披
露
目
が

さ
れ
た
ほ
か
、
20
数
年
前
の
大
河
原
小
学
校
の

生
徒
が
描
い
た
開
拓
当
時
の
様
子
の
紙
芝
居
を

同
校
６
年
生
が
映
像
化
し
て
上
映
。
も
ち
投
げ

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
に
備
え
避
難
訓
練
を
実
施

た
ち
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
ず
に
避
難
で

き
る
よ
う
訓
練
す
る
と
と
も
に
、
火
災
防
止
の

意
識
を
高
め
る
の
が
ね
ら
い
。

訓
練
に
は
利
根
沼
田
広
域
消
防
署
職
員
の
ほ

か
、
地
元
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
河
原
小
学
校
で
は
11
月
13
日
に
実
施
。
家

庭
科
室
か
ら
出
火
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練

で
は
、
児
童
た
ち
が
落
ち
着
い
て
玄
関
か
ら
避

難
し
、消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、第
一
保
育
園
で
は
11
月
27
日
に
実
施
。

訓
練
用
の
煙
の
立
ち
こ
め
る
な
か
、
園
児
た
ち

は
指
示
に
従
い
素
早
く
避
難
。
訓
練
後
に
行
わ

れ
た
消
防
車
の
見
学
で
は
、
間
近
に
見
る
消
防

車
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

素早く避難する児童たち（大河原小）

開
拓
当
時
に
思
い
を
は
せ
る

　

追
分
・
赤
谷
両
地
区
の
農
業
後
継
者
ら
で
組

織
す
る
水
汲
み
祭
り
実
行
委
員
会
（
見
城
保
会

長
）
主
催
の
「
水
汲
み
祭
り
」
が
11
月
10
日
、

追
分
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
先
人
の
開
拓
の
偉
業
と
苦

労
、そ
の
想
い
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、追
分
・

赤
谷
地
域
の
農
業
後
継
者
で
組
織
す
る
「
三
代

目
」
を
中
心
と
し
て
同
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、地
域
住
民
に
呼
び
か
け
始
ま
っ
た
お
祭
り
。

今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

開
拓
当
時
は
、
特
に
生
活
用
水
の
確
保
に
苦

労
し
て
お
り
、
先
人
に
と
っ
て
貴
重
な
生
活
用

水
の
水
汲
み
場
だ
っ
た
村
指
定
史
跡
の
「
出い

入で

追分・赤谷地区を巡る実行委員会のメンバー

㈱
関
工
務
所（
川
場
村
）お
よ

び
清
和
会
か
ら
11
月
22
日
、
村

に
木
造
ベ
ン
チ
５
台
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
清
和
会
・
鈴
木

忠
志
会
長
と
関
工
務
所
・
関
真

一
代
表
取
締
役
が
村
を
訪
れ
、

堤
村
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。こ

の
木
造
ベ
ン
チ
は
、
毎
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
、
村
に
寄
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、道
の
駅｢

あ
ぐ
り
ー

む
昭
和｣

や
バ
ス
停
な
ど
に
設
置

さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

㈱
関
工
務
所
が

 

木
造
ベ
ン
チ
を
寄
贈

消防車を見学（第一保育園）

目録を手渡す鈴木会長と関代表取締役



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

年収200万円からの貯金生活宣言
横山 光昭 （著）

ディスカヴァー・トゥエンティワン

こんもりくん
山西 ゲンイチ （著） 

偕成社

弁護士探偵物語
法坂 一広 （著）
宝島社

ハチドリのひとしずく
いま、私にできること

辻 信一 （監修） 
光文社

　これは、ちいさな力の
大切さを教えてくれる南米
アンデスの古くて新しいお
話…

クリスマスものがたり
ブライアン・ワイルドスミス （著） 

太平社

「
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
」

後
ご

　藤
とう

　良
りょう

　治
じ

さん（74歳）
 ・　　 　
　　　　源

もと

　子
こ

さん（72歳）
（昭和37年５月18日入籍）

「
今
と
な
っ
て
み
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
50
年
」

そ
う
振
り
返
る
の
は
後
藤

良
治
さ
ん
・
源
子
さ
ん
ご
夫

婦
。「
思
え
ば
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
二
人

で
支
え
合
い
こ
こ
ま
で
こ
ら

れ
た
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

農
業
を
営
み
、
養
蚕
の

ほ
か
野
菜
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
の

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
き
た
お

二
人
。「
昔
は
大
型
の
機
械

な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
手
作
業
で
大
変
だ
っ

た
。
畑
仕
事
の
出
来
な
い
冬

場
に
は
、
埼
玉
ま
で
出
稼
ぎ

に
行
っ
た
り
も
し
た
ね
」
と
、

良
治
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

現
在
は
、
農
業
を
継
い

だ
息
子
さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に
、

ほ
う
れ
ん
草
の
収
穫
や
袋
詰

め
な
ど
「
動
け
る
う
ち
は
元

気
に
頑
張
り
た
い
」
と
健
康

づ
く
り
を
か
ね
て
手
伝
い
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
お
二
人
に
趣
味

を
尋
ね
る
と
、
良
治
さ
ん
は

老
人
会
の
仲
間
た
ち
と
一
緒

に
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
。
源
子

さ
ん
は
月
に
３
回
ほ
ど
踊
り

の
練
習
を
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
「
仲
間
た
ち
と
集
ま
っ
て

お
茶
を
飲
む
の
も
楽
し
み
で

す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

円
満
の
秘
け
つ
を
尋
ね

る
と
「
お
互
い
に
言
い
た
い

こ
と
を
言
い
合
う
こ
と
」
と

言
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
や
っ
ぱ
り
健
康
が
一
番
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
目
標
に
、

体
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
て

い
け
れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

滝　 寺
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拝啓 昭和村…

矢
や

口
ぐち

　正
まさ

子
こ

さん（41歳）

出　身：群馬県板倉町
在住地：東京都
職　業： 交通新聞社「旅の

手帖」編集長、村
ふるさと大使

趣　味：共同浴場めぐり

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
。
そ
の
口
ば
し
に
当
た
る
板
倉
町

出
身
で
す
。
板
倉
町
？
同
じ
県
内
で
も
、
知
ら
な
い
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。

群
馬
で
も
っ
と
も
低
い
標
高
、関
東
平
野
の
真
っ
た
だ
中
。

利
根
川
と
渡
良
瀬
川
に
は
さ
ま
れ
、
群
馬
の
水
郷
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
村
の
こ
と
は
、「
ま
る
で
北
海
道
み
た
い
な
と
こ
ろ

だ
よ
」と
、あ
る
群
馬
県
庁
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

群
馬
に
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
？
訪
れ
て
み
て
納
得
。
の
び
や

か
な
そ
の
風
景
は
、
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
す
ぐ
目
の
前
の
畑
で
と
ら
れ
た
野
菜
の
果
樹
も
、

と
て
も
み
ず
み
ず
し
い
も
の
で
し
た
。

私
が
感
じ
た
昭
和
村
の
魅
力
は
、
村
を
訪
れ
て
か
ら
数

年
後
、
旅
の
手
帖
２
０
１
０
年
10
月
号
「
に
っ
ぽ
ん
の
美

し
い
村
」
特
集
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

の
向
こ
う
に
沈
む
夕
日
、
早
朝
か
ら
作
業
す
る
人
の
姿
が

見
ら
れ
る
レ
タ
ス
畑
、
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
旧
養
蚕
農
家
の

家
屋
…
。
み
な
さ
ん
の
住
む
昭
和
村
は
、
美
し
い
村
だ
と

思
い
ま
す
。

次回登場者紹介

「
二
十
歳
に
な
っ
て
」

　

私
は
11
月
に
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。
誕
生
日
は
家
族
に
祝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
両
親
か
ら
「
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
と
言
っ

て
渡
さ
れ
た
の
は
一
つ
の
白
い
箱
で
し
た
。
箱
を
開
け
て
み
る
と
、

中
に
入
っ
て
い
た
の
は
印
鑑
で
し
た
。「
な
ぜ
印
鑑
？
」
と
思
い
ま

し
た
が
次
の
瞬
間
、
父
に
「
も
う
二
十
歳
な
ん
だ
か
ら
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
て
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
時
本
当
に
二
十
歳
に
な
っ

た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
続
け
て
母
が
「
犯
罪
を
し
た
ら
実
名

で
載
る
ん
だ
か
ら
ね
」
と
言
い
、
自
分
で
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
両
親
に
言
わ
れ
て
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
両
親
や
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
て
、
こ
こ
ま

で
成
長
で
き
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
僕
が
両
親
や
周
り
の
人
た
ち

を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い

で
す
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
周
り
の
人
た
ち
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
」

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
星
野　

朋
見
さ
ん（
20
歳
・
追
分
）で
す
。

林
はやし

　和
やわら

さん

（19歳・池原）
　中・大の同級生です。

　立派な先生になれるように勉強頑張れ！
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村ゴルフクラブ連合会（遠藤信蔵会長）では12月５日、寄付金15

万円を村社会福祉協議会へ寄付しました。

これは、同連合会が村の社会福祉に役立ててもらおうと、毎年行っ

ているチャリティーゴルフ大会で募ったもので、今年は10月17日

に高山村高山ゴルフ倶楽部で開催されました。

寄付金は村社会福祉協議会を訪れた遠藤会長から野田敏夫社会福

祉協議会長へ手渡されました。

チャリティーゴルフで寄付

寄付金を手渡す遠藤会長（左）

第60回全国高等学校決勝弁論大会が館林市三の丸芸術ホールで行われ、個

人の部で共愛学園２年の澤浦えくぼさん（赤城原第二）が準優勝に輝きました。

弁論大会には13都道府県から選ばれた24人の高校生弁士が出場。澤浦さん

は「伝統・食育・健康」をテーマに、食生活と健康や心の豊かさの繋がりなど、

食文化への想いを堂々と発表しました。

表彰を受け澤浦さんは「今自分が健康でいられるのは、祖母から母へ伝えら

れてきた伝統の味があったから。将来の子どもにも日本食の素晴らしさを伝え

ていきたい」と話してくれました。

澤浦さんが弁論大会で準優勝

見事準優勝に輝いた澤浦さん

第二保育園では11月16日、マラソン大

会を開催しました。

２・３歳児は園庭の中を元気よく駆けま

わり、４・５歳児は園庭から飛び出して、

およそ３分間にわたって元気にかけっこ。

晴れ渡った秋空のもと、子どもたちは保

護者の声援を受けながら元気いっぱいにか

けっこを楽しみました。

声援受け元気にかけっこ

元気いっぱいにかけっこを楽しむ園児

村公民館と文化協会主催による第53回村民文化祭が11

月22・23日の両日、公民館で開催されました。

今年も文化協会加盟団体など21団体のほか、村内の各

小中学校・保育園が参加。この日のために制作された絵画

や写真、生け花や盆栽などの力作が展示されました。この

ほか若妻会によるチャリティーバザーや茶道部によるお茶

のサービス、将棋の対局や絵本の読み聞かせなどが催され

ました。

２日間で約1,600人が来場し、展示された作品や催しを

楽しんでいました。

文化祭に力作がずらり

お茶のサービスににっこり 力作に園児もびっくり
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沼田人権擁護委員協議会（今橋憲雄会長）主催の平成24年度
全国中学生人権作文コンテスト利根沼田地区大会表彰式が11
月12日、沼田市保健福祉センターで開催されました。
このコンテストは、人権尊重の重要性、必要性についての理
解を深め、豊かな人権感覚を身につける事を目的に、昭和56
年から実施されており今年で32回目。今回は利根沼田地区の
各学校から1,481作品の応募があり、昭和中学校からは３年生
の佐々木理奈さん、星野昌子さん、太田奈摘さん、２年生の島
田ひとみさん、１年生の横坂由希さんの５人が表彰されました。

人権作文で昭和中生徒５人が表彰

表彰された中学生の皆さん（島田さんは当日欠席）

第45回村民バレーボール大会が11月３日、総合

運動公園多目的グランドを主会場に開催されました。

今年は88チーム、およそ1,100人が大会に参加。

主会場となったグランド内には14面の特設コート

が設置されＡからDの４部門が、また社会体育館で

はソフトバレーの部がそれぞれ行われました。

厳しい冷え込みのなか行われた大会では、参加者

が寒さを吹き飛ばすように各コートで熱戦を繰り広

げていました。

バレーボールで1,100人が熱戦

優勝目指し1,100人が熱戦を繰り広げた

各コートで激しい攻防を繰り広げる選手たち

部門 優勝 準優勝 ３位

Aの部 夜 露 死 苦 ヨ ソ ッ プ
虜 Ａ
じゃりんこ会Ａ

Bの部 ソワクルー 菜の花組Ａ
とんそくパート２

35

Cの部 交通指導員 大河原小学校
まねきねこ
た ら こ

Dの部 生 越 昭和東小Ｂ
民生委員会Ｂ
常 木 Ａ

ソフトバ
レーの部

中仲いい会 還暦野球Ｂ
ル ピ ナ ス
貝野瀬ソバクラブＡ
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村
で
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
勤
務
で
き
る
保
育
士
を
募
集
し

ま
す
。

■
職
種　

①
臨
時
保
育
士（
フ
ル

タ
イ
ム
）、
②
代
替
保
育
士

■
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

■
受
検
資
格　

平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
で
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

■
採
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

■
勤
務
地　

昭
和
村
立
第
一
保
育

園
ま
た
は
第
二
保
育
園

■
提
出
書
類　

①
履
歴
書
、
②
保

育
士
資
格
者
証
の
写
し
、
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
証
明
書

■
申
込
期
限　

１
月
18
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

保

健
福
祉
課
福
祉
係

第
55
回

昭
和
村
成
人
式
を
開
催

教
育
委
員
会
事
務
局　

内
線
205

　

第
55
回
昭
和
村
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
日　

平
成
25
年
１
月
13
日

（
日
）午
前
10
時
か
ら

■
場
所　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で

村
内
に
在
住
し
て
い
る
人

　

な
お
、
本
村
出
身
で
就
職
や
進

学
な
ど
に
よ
り
現
在
村
外
に
住
ん

で
い
て
、
村
の
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
人
は
教
育
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

給
食
試
食
会
を
開
催

昭
和
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

昭
和
村
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
学
校
給
食
週
間（
１
月
24
日

〜
30
日
）に
あ
わ
せ
て
、
今
年
も

給
食
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
は
自
由
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時　

１
月
23
日（
水
）、
24
日

（
木
）、
25
日（
金
）の
３
日
間

■
時
間　

正
午
〜
午
後
１
時
20
分

■
場
所　

昭
和
村
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
定
員　

各
日
と
も
に
20
人

■
試
食
代
金　

１
人
260
円

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
希
望
日
を
連
絡

■
締
め
切
り　

１
月
16
日（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

昭

和
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
・

℻  
０
２
７
８

－

２
４

－

６
２
１
０

道
の
駅
で「
ど
ん
ど
焼
き
」

 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

産
業
課　

内
線
152

　

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」

で
は
、
１
年
の
無
病
息
災
・
豊
作

を
祈
願
す
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
甘
酒
や
豚
汁
、
お
雑

煮
な
ど
を
無
料
配
布
。
ま
た
、
小

学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
に
は
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
100
人
）し

ま
す
。

　

な
お
、
神
官
の
ご
祈
祷
後
、
御

焚
き
火
で
燃
や
し
ま
す
の
で
、
お

正
月
飾
り
や
古
い
お
札
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
13
日（
日
）午
後
２

時
〜

■
場
所　

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む

臨
時
保
育
士
を
募
集

保
健
福
祉
課　

内
線
131

平成25年度償却資産（固定資産税）の申告のお知らせ
■償却資産とは？
土地や家屋以外の事業に用いられる資産です。
具体的には… 構築物（ハウス等）・農機具・運搬具・

工具・備品など
■申告の義務がある方
平成25年１月１日現在、昭和村内で事業用の資産
（償却資産）を有している個人または法人
■申告方法
①平成24年度に申告された方
　１年間に増加、減少した資産について申告が必要
②平成25年度に初めて申告される方
　１月１日現在所有の全資産について申告
■提出書類
①償却資産申告書
　※該当の有無にかかわらず必ず申告してください
②種類別明細書（増加資産用・全資産用）

　→新規・資産の増加がある場合に記入
③種類別明細書（減少資産用）
　→資産の減少がある場合
※ 申告の対象となる資産がない方、資産に変更が
ない方については償却資産申告書の備考欄にそ
の旨記載して提出してください。また、減少資産
がある場合は、種類別明細書の資産に取消線を
引いてもかまいません。
※ eLTAX（電子申告）を利用してインターネット経由
で申告手続きを行うこともできます。

■申告期限　平成25年１月31日（木）
■申告用紙　12月中旬に送付予定（前年申告者）
■提出場所　税務課
　詳しくは、役場税務課税務係☎24－5111（内線
122・121）までお問い合わせください。
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

車
窓
よ
り
見
え
隠
れ
す
る
稲

架
の
列 

須
藤　

澄
子

精
の
つ
く
と
ろ
ろ
御
飯
や
畑

仕
事 

花
茂　

喜
右

自
在
鉤
の
鯉
の
尾
は
反
り
と

ろ
ろ
汁 

真
下　

章
子

露
霜
か
朝
日
に
光
る
草
も
み

じ 

横
坂　

庄
三

こ
の
風
や
釣
瓶
落
と
し
に
急

か
さ
る
る 

梅
沢　

ま
つ

ト
ロ
ロ
汁
ひ
と
擂
り
ご
と
に

母
の
味 

小
林　

仁
作

裸
木
と
な
り
て
欅
の
高
き
こ

と 

坂
田　

保
男

と
ろ
ろ
汁
い
つ
し
か
吾
も
高

齢
者 

杉
木　

哲
二

俳

句

香
り
き
て
咲
き
た
る
を
知
る
金

木
犀
嵐
も
過
ぎ
て
庭
に
か
が
よ

ふ 

川
端　

も
と

草
を
取
る
手
の
甲
を
刺
す
秋
の

蚊
の
か
す
む
が
ほ
ど
に
小
さ
き

一
つ 

板
橋　

き
み
江

雨
な
く
ば
滔
滔
と
流
る
る
利
根

川
も
幅
狭
く
な
り
底
み
せ
て
を

り 

堤　

あ
さ
江

Ｍ
Ｒ
Ｉ
血
液
検
査
も
異
常
な
し

術
後
三
年
快
復
に
向
く

 

阿
部　

ト
シ
子

ま
た
も
次
ぎ
友
の
訃
報
に
お
ど

お
ど
と
受
話
器
持
つ
手
の
ふ
る

へ
し
ま
ま
に 

堤　

み
ゑ

友
離
り
半
年
経
て
ば
軒
下
ま
で

荒
草
生
え
て
こ
ほ
ろ
ぎ
が
鳴
く

 

小
林　

文
吉

山
の
根
の
村
に
育
ち
し
わ
れ
な

り
き
武
尊
は
見
え
ず
風
の
み
を

聞
く 

金
井　

恭
三
郎

黒
え
ん
と
燃
え
上
る
火
を
見
て

落
城
と
思
ひ
し
と
か
白
虎
隊
士

の
墓
に
立
ち
た
り 

諸
田　

義
幸

短

歌

昭
和
」

「
道
の
駅
」年
末
年
始
の

 
営
業
時
間
に
つ
い
て

産
業
課　

内
線
152

　

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」

で
は
、
次
の
予
定
表
の
と
お
り
、

年
末
年
始
の
営
業
を
し
ま
す
。

　

足
は
全
身
の
臓
器
や
器
官
を

活
性
化
す
る
ツ
ボ
が
数
多
く
集

ま
っ
て
い
る
所
で
、「
第
二
の
心

臓
」と
言
え
ま
す
。足
を
刺
激
す

る
だ
け
で
、血
行
が
良
く
な
り
、

全
身
の
新
陳
代
謝
も
活
発
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。ゆ
っ
く
り
や
さ

し
く
、心
臓
に
向
か
っ
て
一
方
向

に
行
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

①
手
の
平
や
指
で
足
の
裏
全
体

を
も
み
ほ
ぐ
し
ま
す
。痛
気
持
ち

い
い
程
度
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
⑥

足
の
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
！

②
足
の
甲
は
足
の
指
の
付
け
根

か
ら
足
首
ま
で
手
の
平
や
指
の

腹
で
さ
す
り
上
げ
ま
す
。

③
く
る
ぶ
し
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ

を
通
っ
て
膝
ま
で
両
手
で
足
を

挟
み
こ
む
よ
う
に
下
か
ら
上
へ

と
さ
す
り
上
げ
ま
す
。

④
ア
キ
レ
ス
腱
を
片
手
で
つ
ま

む
よ
う
に
し
て
も
み
ほ
ぐ
し
ま

す
。

△

11月号のクイズの答えは、「２万８千人」で
した。当選者は次のとおりです（敬称略）。
おめでとうございます。

★中　嶋　　　梢（７歳）根　　　岸
★竹之内　嘉　恭（３歳）伏　　　田
★関　上　賀　来（３歳）藤　　　井

■もんだい
　昭和中学校では11月中、２年生が
チャレンジウィークで職場体験やボラ
ンティア体験をしました。
それでは問題です。チャレンジウィー
クは「○日間」実施されたでしょう
か？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝１月４日（金）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
１月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

「道の駅」年末年始の営業時間

日　　程 営業時間

12月29日 午前９時～午後５時

12月30日～31日 午前９時～午後３時

１月１日 休　　館

１月２日～３日 午前10時～午後３時

１月４日 休　　館

１月５日 午前９時～午後５時

①

③

②

④
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

ふ
る
さ
と

 

歴
史
文
化
講
座
を
開
催

◆
昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

「
ふ
る
さ
と
昭
和
村
」
の
歴
史
・

文
化
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
歴
史
文
化

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日　

①
２
月
９
日（
土
）、

②
２
月
23
日（
土
）、
③
３
月
23
日

（
土
）

▼
内
容　

①
糸
井
遺
跡
群
に
つ
い

て（
講
師　

み
な
か
み
町
立
古
馬

牧
小
学
校
校
長　

石
北
直
樹
氏
）、

②
昭
和
村
の
河
岸
段
丘
に
つ
い
て

（
講
師　

元
沼
田
高
等
学
校
教
諭

久
保
誠
二
氏
）、
③
戦
国
の
利
根

沼
田（
講
師　

沼
田
市
立
薄
根
中

▼
お
知
ら
せ

学
校
教
諭　

諸
田
義
行
氏
）

▼
時
間　

各
講
座
と
も
午
後
２
時

〜
午
後
３
時
45
分

▼
場
所　

公
民
館
大
会
議
室

▼
申
込
期
限　

１
月
18
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

昭

和
村
役
場
企
画
課
地
域
振
興
係　

☎
０
２
７
８

－

２
４

－

５
１
１
１

平
成
24
年
度

中
央
防
火
協
会
教
養
研
修
会
開
催

◆
中
央
消
防
会
事
務
局

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
多
く
の
犠
牲
者
と

被
害
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
大
規
模
な
災
害
に
昨

今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

の
が
地
域
防
災
と
災
害
対
策
で
す
。

　

中
央
消
防
会
で
は
、
災
害
に
対

す
る
知
識
を
高
め
効
果
的
な
対
策

と
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
防
火
防
災

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
27
日（
日
）　

午
後

１
時
〜
午
後
３
時
40
分

▼
内
容　

第
１
部
「
安
心
安
全
は

ま
ち
の
売
り
も
の
」（
講
師　

安

井
潤
一
氏
）、
第
２
部
「
心
の
火

は
消
さ
な
い
で
！
防
火
は
あ
な
た

の
心
が
け
!!
防
火
奨
励
落
語
」（
講

師　

柳
家
一
琴
氏
）

▼
会
場　

利
根
沼
田
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

▼
定
員　

300
人（
先
着
順
）

▼
受
付
期
間　

１
月
10
日（
木
）〜

１
月
20
日（
日
）ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中

央
防
火
協
会
事
務
局（
利
根
沼
田

広
域
中
央
消
防
署
）　

☎
０
２
７

８

－

２
４

－

１
７
３
４

年
末
年
始
も
営
業

 

「
昭
和
の
湯
」

◆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
昭
和
の

湯
」
で
は
、
次
の
予
定
表
の
と
お

り
、
年
末
年
始
も
営
業
し
ま
す
。

　

ま
た
、
元
日
の
１
月
１
日
に
お

越
し
い
た
だ
い
た
方
に
粗
品（
数

量
限
定
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

「昭和の湯」年末年始の営業時間

日　　程 営業時間

12月25日 休　　館

12月26日～30日 午前10時～午後９時

12月31日
午前10時～午前２時
※元旦の午前２時まで

１月１日 正午～午後９時

１月２日～６日 午前10時～午後９時

▼
問
い
合
わ
せ　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

｢

昭
和
の
湯｣　

☎
０
２
７

８

－

２
０

－

１
１
２
６

12
／
30（
日
）・
１
／
３（
木
）

 

に
可
燃
ゴ
ミ
を
受
け
入
れ

◆
沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組
合

　

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組

合
清
掃
工
場（
沼
田
市
白
岩
町
２

　年末は、金融機関、コンビニエンスストアをはじめ、深夜営
業する事業所等を対象とした強盗事件や交通死亡事故等の増
加が懸念されます。
　警察では、犯罪や各種事故等の未然防止を図るため、組織
一丸となって「年末特別警戒」を実施します。
☆実施期間
　平成24年12月11日（火）から12月31日（月）までの21日間
☆重　　点
　○ 金融機関、コンビニエンスストア等における強盗事件の未然防止
　○交通事故防止
　○子ども・女性に対する性犯罪等の被害防止　
　○振り込め詐欺等の特殊詐欺及び利殖勧誘事犯の被害防止
　○住宅を対象とした侵入犯罪及び万引き・自転車盗の被害防止
　○少年の非行防止

　県内で高齢歩行者が被害者となる交通事故が多発しています！
○明るい服装や反射材は交通事故からあなたを守ります
○明るい服装と反射材を着用し、交通事故を防止しましょう

◎年末特別警戒の実施◎ ◎「上州　ぴかっと運動」推進中◎

日　　時　毎週日曜日　午前10時から午後３時
会　　場　総合交通センター技能試験コース
対　　象　自動車運転免許を保有し練習を希望している方
内　　容　交通事故防止を目的とした運転練習
定　　員　40人（先着順）※要予約
申込期間　練習希望日の１か月前から直前の金曜まで
申込方法　電話による予約制　☎０２７－２５３－９３００

◎自動車安全運転練習日の参加者募集◎
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：１月７日（月）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：１月９日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

わが村の人口
人　口　7,872人 〔336人〕 （－10）
　男　　3,878人 〔145人〕 （－05）
　女　　3,994人 〔191人〕 （－05）
世帯数　2,610世帯 （＋02）
〔外国人のみ288世帯・混合30世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

11月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

窓
口
窓
口で

す
11
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南　

部

新あ
ら

木き　

鈴り

羽あ

ち
ゃ
ん

卓　

巳

優　

子

さ
ん
の
子
10
月
26
日
生

池　

原

髙た
か

橋は
し　

樹た
つ

生き

く
ん

　

淳
愛　

樹

さ
ん
の
子
10
月
29
日
生

藤　

井

藤ふ
じ

井い　

麻ま

陽ひ
る

ち
ゃ
ん

辰　

徳

真
衣
茄

さ
ん
の
子
11
月
６
日
生

赤　

谷

金か
な

井い　

美み

良ら

野の

ち
ゃ
ん

秀　

和

美　

加

さ
ん
の
子
11
月
13
日
生

赤　

谷

中な
か

澤ざ
わ　

瑠る

莉り

菜な

ち
ゃ
ん

敬　

洋

寿　

美

さ
ん
の
子
11
月
15
日
生

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
河
原

髙
𣘺　

世
さ
ん

90
歳　

11
月
４
日
没

生　

越

林　

み
ち
江
さ
ん

85
歳　

11
月
４
日
没

常　

木

髙
橋　

初
男
さ
ん

83
歳　

11
月
５
日
没

上　

組

眞
下　

房
之
さ
ん

69
歳　

11
月
８
日
没

上　

組

廣
田　

一
さ
ん

93
歳　

11
月
11
日
没

赤　

谷

竹
𠮷　

又
一
さ
ん

89
歳　

11
月
15
日
没

藤　

井

藤
井　

真
由
美
さ
ん

64
歳　

11
月
17
日
没

中　

宿

髙
橋　

は
な
子
さ
ん

80
歳　

11
月
21
日
没

上　

組

澤
浦　

慶
治
さ
ん

76
歳　

11
月
24
日
没

中　

宿

加
藤　

富
枝
さ
ん

83
歳　

11
月
27
日
没

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

２
６
）で
は
年
末
年
始
、
次
の
日

程
で
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
の

可
燃
ゴ
ミ
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
31
日（
月
）は
年
末

休
業
の
た
め
、
村
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料　

ゴ
ミ
10 
kg
あ
た
り
１

５
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

沼
田
市
外
二
箇

村
清
掃
施
設
組
合　

☎
０
２
７
８

－

２
３

－

１
０
０
９

今・月・の・納・期
　固定資産税３期、国民健康保険
税７期、介護保険料５期、後期高
齢者医療保険料５期、保育料12月
分、学校給食費12月分は、12月
25日（火）が納期です。納期内納付
にご協力ください。

後
納
制
度
及
び
受
給
資
格

 

期
間
短
縮
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
や
、
被
保
険
者
と

し
て
の
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ

り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
足
り

な
い
場
合
は
、
将
来
の
年
金
受
給

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ

の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
を
過
去
２
年
か
ら

10
年
に
延
長
す
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。（
ご
利
用
は
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
審
査

の
結
果
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で

に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
や
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
は

受
給
資
格
期
間
が
こ
れ
ま
で
の
25

年（
300
月
）か
ら
10
年（
120
月
）に
短

縮
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

－

０
１

１
－

０
５
０
ま
た
は
渋
川
年
金
事

務
所
☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６

０
７
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

際
の
年
金
記
録
は
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト（h

ttp
://w
w
w
.n
en
kin
.

go
.jp

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時
タイトルコール： ちびっこ商店街参加小学生

FM OZE 正月特番
放送日：１月１日　午後０時30分～
「村長の新年のごあいさつ」

可燃ゴミの受け入れ日

日　程 搬入時間

12月30日（日）

午前

午前９時～　正　午

午後

午後１時～午後４時

１月３日（木） 午前９時～　正　午
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